
第 2 期新兵庫県競技力向上事業

（世界にはばたけ兵庫プロジェクト）

事業目的

県民の体力の向上、スポーツ精神の高揚を図り、もってスポーツの推進、文化

の高揚に寄与すること。

兵庫県のスポーツ選手がオリンピック・世界選手権等で活躍することは、県民

に大きな夢と感動を与え、スポーツへの意識を高めるなど本県のスポーツ推進に

大きく寄与するもので「元気な兵庫」の象徴となる。

そこで、国体男女総合成績８位以内入賞をめざした従来からの選手強化・育成

事業に加えて、競技団体からの主体的な提案によってジュニア選手の発掘や世界

的なトップアスリート養成を狙いとした「未来のスーパーアスリート支援事業」

によって「世界にはばたけ兵庫プロジェクト」を展開し、競技人口のすそ野拡大

や本県競技力の向上に資することを目的とする。

事業概要

１ 組織充実・強化（選手強化体制充実）

(1) 競技力向上推進委員会（11 月：第 75 回国民体育大会成績報告他）

(2) 事務担当者会議（６月：ブロック戦略会議と同時開催）  

(3) その他（競技力向上委員会、スポーツ医・科学委員会、事務局会議、大

会視察、各種顕彰等）

２ 指導者養成（スポーツ指導者の海外派遣及び指導者養成）

(1) スポーツ指導者海外派遣補助事業【競技団体提案型事業】

世界トップレベルの指導法等を習得するため、県内で活躍する優秀な

指導者を当該競技成績の高い国へ派遣する

(2) コーチ３・コーチ４養成講習会派遣事業

公益財団法人日本スポーツ協会が実施するコーチ３、コーチ４養成講

習会に指導者を派遣する

(3) 中央競技団体等開催研修会派遣事業

次世代指導者の育成を図るため、中央競技団体等が開催する研修会に

指導者を派遣する

(4) 「チーム兵庫プロジェクト・１」会議

本県の競技力を高い水準に維持するため、国体正式競技 41 競技団体

のヘッドコーチ・種別監督等を対象に競技の枠を越えた横断的なコーチ

会議を行う

① ブロック戦略会議（６月：事務担当者会議と同時開催）  

② 国体戦略会議（９月）

③ セミナー（３月）

(5) 競技力向上研修会（12 月）



３ 選手強化 (各競技団体への選手強化・サポート活動)

(1) 選手強化事業

  ① 強化合宿・練習

競技実績があり、国体をはじめとする全国大会・国際大会等（以下各

大会という）で活躍が期待できる選手およびジュニア選手（概ね 13～15

歳）を対象とし、関係機関・団体と連携して強化合宿等を行い、国体候

補選手の重点強化を図る。また下記の事業を併用し、より効果的な事業

を展開する

事 業 名 内   容

指導者招聘 優れた指導者を招聘し、強化練習を行う

県外優秀選手・チーム招待
国内の優秀選手や優秀チームを招待し、強化練習

を行う

ドクター・トレーナー等派遣
強化合宿等にドクター・トレーナー等を派遣し、

選手をサポートする

② 国体支援コーチ派遣

国体支援コーチを本国体及びブロック大会に派遣する

③ 強化選手指定

当年の国体候補選手（Ａ指定）と次年度以降の国体候補選手

（Ｂ指定）に区分し、強化合宿・練習会に参加させ重点強化を図る

   ④ ふるさと選手活用促進プロジェクト【新規】

国体ふるさと制度対象の有望選手を支援することにより、国体出場

を促し、入賞拡大を図る

  (2) 強化運動部・チーム指定等

事 業 名 内   容

高等学校・大学運動部指定

国体少年の部及び成年の部で得点獲得の核となる

高等学校・大学の運動部を強化指定し活動費の一

部を補助する

チーム指定
国体成年の部で獲得得点の核となる企業・クラブ

チームを強化指定し活動費の一部を補助する

団体競技強化プロジェクト
国体団体競技において得点が期待できる競技種別

等の強化を図る

４ 選手育成 （選手の発掘・すそ野拡大活動）

(1) 選手育成事業

① スーパージュニア育成塾

国体で活躍が期待できる 15 歳以下のジュニア選手を対象に強化合

宿等を行う

   ② ジュニア層を対象としたトップアスリート等による特別強化事業

    【競技団体提案型事業】

    中学生を対象として、優秀な指導者を講師に招聘し、日常の練習で

は得られない体験を通じ、高い競技力の選手を育成する

③ ジュニアスポーツ教室

小・中学生対象に、基本的技術等の指導や合同練習会を行う



④ ゴールデンエイジ・プロジェクト

事 業 名 内   容

ｱ)子どもスポーツ体験教室
小学生を対象にスポーツ体験教室を実施し、ジュ

ニア選手の発掘と育成を行う

ｲ)オリンピック選手等によ

るスポーツ教室

小学生を対象にオリンピック選手等を講師に招い

たスポーツ教室を実施し、スポーツに親しむ動機

付けを図る

ｳ)ひょうごジュニアスポー

ツアカデミー

関係団体との連携のもと、子どもたちがスポーツ

にふれあう機会やより高いレベルで活躍できる機

会をつくり、子どもたちのタレント（才能）を発

掘・育成を図る

⑤ 拠点化推進事業

選手の発掘・育成・強化を一貫して行うことができる地域における

拠点を整備し重点的に選手育成を図る

(2) 中・高体連助成事業

(3) 加盟団体活動助成事業

国体正式競技以外の県体育協会加盟 16 競技団体に大会開催費の一部

を助成する

５ 選手サポート(各競技団体への選手強化・サポート活動)

(1) スポーツ医・科学支援   

① 国体選手健康診断  

国体出場選手に義務付けされている事前の健康診断を実施する

② アンチドーピング研修会（６月）

競技団体に対し、ドーピングに関する知識を深めるための研修会  

を実施する

(2) 選手支援

① 広報    

    国体選手等の活躍を広く紹介する

② トレーニング室等利用補助

指定強化選手が県立文化体育館等のトレーニング室・プール等を利

用した場合、その使用料を補助する

６ 未来のスーパーアスリート支援事業

(1) スーパーアスリート養成事業【競技団体提案型事業】

    オリンピック開催競技団体のうち、国際大会等で将来活躍が期待で

きるスーパーアスリートの養成を図ることにより、本県競技力の向上

に資する

   (2) 医・科学サポート事業【競技団体提案型事業】

    スーパーアスリートを養成するためにフィジカルトレーニング・栄

養指導・メンタルサポート等必須要素を補うための医・科学サポート

を行う

(3) リトライ・スポーツ・プロジェクト【競技団体提案型事業】

    競技経験ゼロからの選手発掘・育成を図ることにより、将来国民体

育大会等各種大会で活躍できるアスリートを育成する


